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１．授業の概要

本授業の特徴は、国語教育の問題点を踏まえ

た上で授業を構想することができるようなるた

めの基礎力を育成するところにある。目標及び

具体的な到達目標は以下の通りである。

＜目標＞

○国語教育の主要論文・実践や教科書を取り上

げながら、国語教育のあり方について考究す

ることができる。

＜具体的な到達目標＞

○自らの問題意識に即しながら国語科教育に関

する主要論文を探し出すことができる。

○論文を批判的視点を持って的確に読むことが

できる。

○自らの国語教育観を深めることができる。

これらは、教育学部 の以下の二点に該当DP

する。

○自己の学習課題を明確にし、理論と実践を結

びつけた主体的な学習ができる （関心・意。

欲）

○教育をめぐるさまざまな現代的課題について

論じ 適切な対応を考えることができる 思、 。（

考・判断）

２．授業の展開

授業の展開は以下の通りである。

① はじめに―授業のオリエンテーション―

② メタ認知能力とは

―学び方を学ぶ―

③ 学習指導要領（国語の目標）の変遷

―新学習指導要領と旧との比較を通して―

④ 自分が受けた授業を振り返る

―問題意識の立ち上げ―

⑤ 国語学力とは何か

―高・大接続問題より―

⑥ 国語教育における現代的課題

⑦ 国語教育と道徳教育

―夕焼け論争を通して―

⑧ 学習者の表現を捉える（１）

―発達を視点として―

⑨ 学習者の表現を捉える（２）

―ジャンルを視点として―

⑩ 教材の表現を捉える

―教材分析の視点―

⑪ 型読解力の検討PISA

―従来の読解力と比較して―

⑫ 作文指導のあり方

―赤ペンの入れ方１―

⑫ 作文指導のあり方

―赤ペンの入れ方２―

⑬ まとめ（１）

⑭ まとめ（２）

⑮ 試験（レポート作成）

受講生は１３名である。

３．授業の工夫点と留意点

本授業は、これまでと同様に学習者の問題意

。 、識に即して授業内容を決定していった 前年度

学習者に行ったアンケート結果や学習者が提出

したレポートの分析から、その展開が学習効果

を挙げることが明らかになったからである。こ

の点が本授業の最も大きな工夫点である。

結果的に本年度の授業内容は、昨年度のそれ

と重なる点が多く出てきた 「問題意識の立ち。

上げ」において昨年度のそれとそれほど差がな

かったからである。

ただし今回は 「作文指導における赤ペンの、

入れ方」に関する内容を新たに取り入れた。そ

れは国語科教育において重要な内容である。か

つてそれに関する授業は学部において行われて

。 、 。いた しかし 近年はそれが行われなくなった

欠かすことができない内容だと考え、それを取

り入れた。また、今日的課題となっている「高

大接続問題」の内容も新たに取り入れた。時勢

を捉える力は国語科教育を豊かに展開するため

には必要と考えたからである。

授業にあたっては学習者の学習状況を把握し

ながら、次のことに留意した。

① 批判的視点の育成

学習指導要領の解釈において、学習者は一般



的に『学習指導要領解説』などに頼りがちであ

る。それらに頼るのではなく、自分で考えてど

のような特徴があるのか捉えることができるよ

う、批判的視点の形成を図った。

② 協議力の育成

学校現場では、授業の協議力が問われる。授

業は基本的にディスカッション形式をとった。

発言の受け方、質問の仕方等に関する具体的な

支援を行うことによってその力の育成を図っ

た。

③ 読解力の育成

論文を読む力は 「成長する教師」となるた、

めに必要である。授業において国語科教育に関

する論文を提示し、いかに読んでいけばよいの

かその指導を行った。

４．授業外学習について

必要に応じて事前学習として課題を出し、そ

れに考えてくるよう指示を出した。３年次後期

に開かれる国語科教育法Ⅳ（授業外学習）を念

頭に置いてのことである。

５．授業のアンケート結果

授業後に授業方法（受講生の問題意識をうけ

て授業を構想し展開するやり方）に関するアン

ケートを行った。以下、受講生のその記述をい

くつか挙げる。

○私たちが知りたい、勉強したいと思ったこと

を深めていくことができた授業であったの

で、毎回集中して取り組めた。解決するだけ

でなく、より深めることができたことはとて

も自分にとって良い経験となった。他の人の

問題意識も全体で共有することができたのも

よかった。欲をいえば、前年度あるいは過去

にあがった問題の中で重要であるものを取り

上げて行っていく授業も受けてみたいと感じ

た。時間的に難しいかも知れませんが…。

○私は有意義な学習であったと考える。課題に

なった問いから進めるということで、身近な

話題について触れてくださったと考える。

○課題を見つける能力というのは大切なことで

あると感じた、そのためこの授業のように自

分たちで見つけた課題を授業で扱っていただ

けたのは興味や関心が持てたように思える。

○私たちが抱えている問題に即して授業を行っ

てもらうことで、とても現実味があり充実し

た授業内容であった。広く浅くといった授業

内容であったかもしれないが自分たちの問題

提起につながり、そこから自分で学習してい

けたので、私自身のためになった。１５回と

いう制限があるため、難しいがより多くの問

題と接し、自分の中での問題提起につなげた

いという気持ちもある。

○問題意識に即して行われる今回のやり方の方

が、実践的というか、現場でも問題として立

ち上がっているような事について考えを深め

ることができてよかったと思う。 型読PISA

解力しかり、高・大接続問題しかり、タイム

リーなことも考えられたので。

○授業者の問題意識に即した展開はとても良い

と思います。自分の問いに関して授業で考え

ることができたと思います。

○初期の段階で国語の問題や質問をピックアッ

プしその中から内容を深めていくという授業

形式だったのでより私たちのニーズにあった

授業を受けることができたと思います。よか

ったです。

○問題意識から授業を展開する方法は非常によ

かったです。自分たちのなかにある問題意識

をまず持つことも必要だと思ったし、思った

問題意識からそれについてみんなで意見を述

べ合ったり考えたり知ることができたりした

ので、将来について具体的なイメージを持ち

ながら授業に取り組むことができた。ただ、

私たちの中で問題とされていないが、今の私

たちの状況に必要なものであれば、取り扱っ

て欲しいと思いました。

○気になっていたことについて改めて考える良

い機会になったと思う。

なお、これから学んでいきたいこととして、

「海外における国語教育や世界における国語教

育について話が聞きたかったなと思います 」。

「初等‒中等‒高等のつながりのある学習につ

いて」などの記述が見られた。

６．まとめ

アンケートを見る限り、問題意識に即して授

業内容を構成していくという展開に対する評価

は高いといえよう。これまでと同様の結果であ

ったといえる。

また、レポートの内容も充実したものであっ

た。国語教育のあり方に関する考究的態度が育

成されている様子も伺えた。

授業の工夫の効果はあったように思われる。


